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ALAODICEANの文体的特徴

孝佐 藤

SomeStylisticFeaturesof @@ALaodicean
71

Takashi SATO

(昭和54年10月31日受理）

Thisessay isastylisticapproachtothelinguisticfeaturesandfluidityofHardy'snovels,mainly

withreferencetothestyleofhisearliernovel, "ALaodicean''. Nearlyallofhiscommonthemesand

motifsappear inhisearliernovelsinvariousfOrms, butthepresentwriterconcludesthattheyarenot

alwaysdevelopedorganicallyinsidetheplot.

Sinceeffectivestyle-studyistoliesomewherebetweenhard-linelinguisticsandsubjectivecriticism,

thestandpointofthepresentwriteristotreatHardy'sstyleinitsrelationwiththethemeofhiswork.

ThewritermakesaguessthatwhatmotivatedHardytouseahypotheticalobserver, asurrogateand

pseudo-antonomasiacanbetracedtohisunconsciouswishtoescapefromthedirectcommitmentto

life,andalsototheimportanceheattachedtofluidityofthestory、

1

ある主題に対してどのような表現手段を用いるか

は，作者の精神的洞察の深き，言語に対する認識と

信頼によって決定されるであろう。具体的には作者

の選ぶ用語，統語法，視点，形象等として現われる

ので，筆者はこうした言語事実を考察することによ

って作者の芸術的主張を理解することができるとす

る考え方を肯定する立場にある。

小説が言語を素材とし，統一のとれたある美的形

式によって芸術的小宇宙を形成すべき機能を次第に

失ない，事象の羅列になりつつあることを指摘し，

Hardyは小説からの後退を明言する。これはHardy
が小説において統一，調和を重視した作家であるこ

とを示すものであるが，現実と理想の離反から生じ

る悲劇性を高める為に矛盾する構造を意識的に作中

に持ち込み，アイロニーの効果を生かす手法を用い

たことも事実である。尊敬すべき者が不可避の運命

に巻き込まれる悲劇を冷酷に描く筆は，時には彼の

抱く理想の小説像を裏切ることにもなった。彼の小

説に描かれる悲劇性は小説の終末でその人物の魂を

破滅させる「魂の悲劇性」であり,Hardyの自意識

と苦悶に通じる悲劇である。 (!TessoftheD'Urber-

villes''では自我の蔑視と自卑がTessを破滅させ，

人間生活の不条理な局面と生の苛酷を具現する。こ

のことはそれまでの小説における人間観を完全に否

定するものではなかったのだが，人間の姿を凝視し

それを実証する態度であって，人間を取り巻く事象

と人間の対決を追求する新しい小説の方法を提唱す

るものであった。この小説観を支持できぬ当時の識

者，一般の読者層が誹誇する中でHardyは道徳的立

場からの攻撃に晒される恐れもなく，抽象的表現が

可能な詩作へと転じることになる。これはHardyが

詩の真実感と詩が文学で最高の地位を占めるという

意識を青年時代から抱いていたからでもある．Hardy

自身，全小説におけるよりも詩の百行の中に自伝的

要素があると述べている通り，特に短篇の詩は物語

的色彩が濃厚で， その後の詩への傾倒がうかがわれ

る。

一方， この自伝的要素という点では初期のnnor

novels,特に後期の大作に比べ質的に疑問が多いとさ

れる小説の中に長篇においては隠されている特質，

自伝的要素が姿を見せる点に注目する必要がある。

例えば, "AnlndiscretionintheLifeofanHeir-

ess''の中で建築家の助手ではあるが，芸術的資質を

備えた感受性の強い青年としてのHardy, {6Desperate
●

Remedies''でShakespeareを熟読しその想像力の為

に社会的環境から孤立するHardy, &IUndertheGreen-

woodTree''の中でTranterReubenに姿を変えてい

るHardyの父と，明らかに彼の青年期に符合する人
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物が登場する。こうした小説では，文体の点にお

いても本質的なものが晶化されて素直に現われ，簡

潔に事実を提示する手法がとられていることが多い。

l@ALaodicean''は作者が病床にあり， 口述を余儀な

くされた作で, 'thehonoringofacontracttopub-

lishratherthanofanartisticobhgation' (1) とす

る評者もいるが， この病気は彼に思想的深さを与え

作者の体質や本意が随所は吐露されており，再評価

を要する作品である。これは懐疑や否定から人道主

義的な希望ﾝ、と推移するHardyが，創作においては

知的要素よりも感情を重視するからであって, J.

M.Murryは作家のこの傾向を一般論として次のよ

うに述べていることによってもHardyの立場を理解

できる。

Thepartplayedbytheintellect inthework

ofliterarycreationisessentiallysubordinate,though

itssubordinatefunctionmaybemuchmoreim-

portant inonewriter thananother・ Itsmost

characteristicemploymentistoexplicatethelarge

andcomplexemotionalconviction,whichissome-

timescalled@awriter'sphilosophy',andmaywith

lessdangerofnsinterpretationbecalledhis !atti-

tude', theelementwhichdetermineshismodeof

experienceandgivesunitytohisworkasa

whole. (2)

@qALaodicean''の中でPaulaが自らの生き方につ

いて語る言葉はHardyの小説に一貫して流れる人生

観である。道徳，法律，慣習といった制約を持たず，

宇宙の時間的進行の中に推移する自然の美しさを愛

するHardyは，その中に生きる人間が特定の主義を

持つことに共感を示さない。

Imaybealukewarmanything・ Whatlreally

am,asfaraslknow, isoneofthatbodytowhom

lukewarmisnotanaccidentbutaprovisionalnec-

essity, till theyseealittlemoreclearly. (3)
こうして作者の生き方が素直に語られており，更

に人物配置，性格の対照を中心とした構成にも後期

の作品の基盤をうかがうことができる。同時に後期

の大作の中で弱点とされるもの，例えば偶然の事件

が都合よく起きるとか，人物が類型的になったり，

人間世界の現実を自然の意志であるかのように再構

成するといった点も既にこの初期の作品に存在して

いる。

創作におけるHardyの目的は完全なStyleを作り

上げることよりも，むしろゆったりとした進行の中
に飾りのない物語を伝えることにあった。つまり独

自の轍成，表現様式を創造することよI) ,心の赴く

ままに表現することに熱心であり，一定の小説の規

格の中に事件や人物を配世することにあまり意を用

いない作家と言える。Hardyの小説にみられる偶然

の出来事も，彼があらかじめ配證しておいた出来事

ではなく，運命の代行者としての必然の事件であり，

創作上の技巧ではない。 (@@TheHandofEthelberta''

で言及されるStyle(4)の語はEthelbertaが向作の物語

に真実性を与えるものは，物語の本質的価値よI)む

しろ表現の過程であると考え, DeFoeの文体を摸し

偶然と思われる事件，背禦と人間の運命の間に微妙

な調和を与えることにより人々に感銘を与えようと

するelocutionを意味する言葉であり，上記の創作上

の態度と矛盾するものではない。）

この小論では，上述のように自伝的要素を含め，

本質的なものが素直に表現されているminornovels

をl$ALaodicean''を中心に主題と文体の関連という

点から考察し，創作の過程，手法を探ろうとするも

のである。
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@!ALaodicean''の基調は次頁の図式で示すことが

できる。Hardyには愛を一人の女性をめく･る二人の

男性という形式で描く作品が多く， この作品でも，

Paulaに対してSomersetとCaptaindeStancyの

二人が愛情を寄せ,Paulaが二人に応諾を与える形が

とられる。 しかし， この関係はこの作品の場合，下

部構造に過ぎず，新しい理念と新しい社会への目的

意識が主題となり，後年に宇宙的規模で確立される

社会改良主義という統一理念がPaulaの新貴族主義

/、の憧れという形で表現される。

Wessex小説の流麗な自然描写とは違って，読者は

冒頭の電信線の描写に奇異の感を抱く。

Thewiresangonoverheadwithdyingfallsand

melodiousrisesthat invitedhimtofollow;while

abovethewirerodethestarsintheircourses, the

lownocturnoftheformerseemingtobethe

voicesofthosestars,

Stillquiringtotheyoung-eyedcherubim. (5)

この電線は全人類が知的にも倫理的にも類似してい

ることを物語る現代精神の化身として, StanCyCas-

tleを守るべき砲塔から逆に城の内部に侵入する。

ここからHardyの筆は意欲的に秩序，価値感の顛倒

を別出しながら核心/、と進んで行<｡StancyCastle

が表象する古い世界は絶えずPaulaの心をCaptain

deStancy'､,旧教y､9封建の遺跡/、と引き入れる
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が,HardyはPaulaを必然の結果としての6aLaodi-

cean'として描く態度を堅持し，新しい理念を模索す

るPaulaの姿力読者の心に刻み込まれる。その結果，

@lTheHandofEthelberta"における「隼」と「野鴨」

の情景のように象徴的意図で描かれるStancyCastle

や絵画などは観念的な描写になり象徴としての力を

失っている。 @@theturmoil betweenancientand

modern"の主題に添って人物の行為の動機に焦点が

合わせられているからである。

Mr.Power,Dareの画策でPaulaとの意志疎通も

ままならぬSomersetの心を， 自然の移り変りに託す

描写もその一例で，距離をおいて回想する形で，知

的な視覚によって捉えられた映像が観念的に美化さ

れた特有な屈折をみせる表現である。

Tepidairsandmppingbreezesmetonthecon-

finesofsunshineandshade; tremblingraindrops

thatwerestiUakintofrostcrystalsdashedthem-

selvesfromthebushesashepursuedhisway

fromtowntocastle. (6)

心理を細かな要素に分析し自然の形象を借りて全

体的構成にする理知的な文体で，具象的な部分に意

を用い，物語の進行と変化を調節する働らきを持っ

ている。

Hardyの作品に共通する文体上の特徴の一つは，

仮定の人物を登場させ， そこに視点を設定する手法

から生まれる。これは人生の4adetachedobserver

であろうとするHardyの人生観から生まれた手法で

ある。英国小説における語りの一系譜はHenryField-

ingによって始められ, JaneAusten,GeorgeEliot

と続く三人称による語りの形式であるが, Fielding

の場合その語り手は半ば公然と作中に登場する。

しかしEliotからHardyに至る過程でこの@anexplicit

narrator'は，時折もしその場に居合せたならという

仮定の観察者となり,Hardyの初期の小説では作者

の代行者としての役割を担うようになる。この代行

者はdescriplivewordsで語るので事実や心理につい

てのcontinuityは殆ど完成し，読者の想像の余地は

少なくなり，心理的負担は軽減される。作者は文字

の結合によって場面を構成し，形象をほぼ完成した

形で読者に提供している。この説明的な描き方は当

然ながら速度が遅く息の長い文章を生むが，視点が

明確である為に，難解さは避けられている。 しかも

場面や，登場人物の感情の展開がある規制の元にお

かれ，言語の表層は比較的単純である。

この代行者は長く一つの場面に留まることはなく，

視点はやがて三人称としての語り手， あるいは登場

人物によって受け継がれることになる。この視点の

移動は一つの手法に固執せずむしろ主題を読者に効

果的に伝える為に色々な状況を作り上げることを砿

視する結果であろう。

(1)…apersonwhohadheardherwords

withoutseeingherfacewouldhaveassumedper.

fectequanimitytobethemoodwhichexpressed

itselfwithsuchquietness. Thiswas thecase

withheraunt,whowaslookingoutofthewindow

……（7）

(2)Observersweresometimeshalf inclinedto ’
thinkthathercutsandmodeswereacquiredby

somesecretcommunicationwiththemysterious

cliquewhichorderstheliveryofthefashionable

world. (8)

(3)HadalOOkerzOnbeenpostedinthe imme-

’

diatevicinityofthebarrow,hewouldhave learn-

edthatthesepersonswereboysandmenofthe

neighbouringhamlets. (9)

（1） ， （2）では代行者がある距離をおいて状況を

観察し，次に人物の心理上の率実を読者に伝達する

表現形式である。

（3）は当時,「言語学的な謎々」 と批判されたもの

で，視点が遠方からの観察から急激に傍観者に移動

し， そして田舎の若者達の情景になり，今度はその

若者達の目から物語が語り続けられるという手法で

あって，語りの進行につれ事実や人物の行動が具象

化されている過程は見事である。

I.A.Richardは作家は伝達の効果をあまり意識せ

ず，むしろ作品と経験を一致させる努力をすると述

べている(10が，結局その努力は伝達をより効果的

にする方向をとり,Hardyの場合も外発的な事件を

詳細に記述し比較することにより迫真性のある人物

を創造する手法に定着し， 1875年から1880年にかけ

ての比較的初期の段階で既にプロットの進行，特に

小説上で将来提示されるであろう事件の予告に効果

をあげている。

この技法は，一つにはHardyの意識に最後まで存

在していたと思われる願望，つまり現実の人生に直

接関与することから逃れ人生をありのままの姿で観

察でき， そしてその観察したことを報告できる安全

な場所に身を置きたいという無意識の願望に通じる

ものである。

更に，人物を直接に指示することを避け，人物の

社会的立場，職業，家族関係等の呼称を使用したり，

抽象的な指示物をやや椰楡を加えて使用する手法も

’

１
１
１
１
１
１
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clereに近付く。戯れであったLordMountclereも

彼女のこの悲壮な決意を知って次第に真剣な気持を

抱くようになるが，彼女もそのことに気付く。お互

いが手の内を知りながらそれを隠しつつ結婚への道

をとる二人の偽善がこの間接的呼称の方法でうまく

描かれる。

(1)Thenherenamouredcompanionmorewidely

｣冤記の手法に共通するものである。これは特に@$A

Laodicean'', "TheHandofEthelberta''で随所に見

出される文体上の特徴で，登場人物相互がその場面

でどんな関係にあるかを的確に読者に伝えると共に

会話の前後で使用される場合は， 人物の内面を正し

く描出するのに効果的である。一見単純で，思いつ

くまま用いられているようで実はこれによって読者

は自分と人物の間にある空間を設けてその人物を冷

徹に観察でき、豊場人物の間に存在する意識の共感

を感じとることの出来る手法である。時としてこの

表現は累府的になり，散文としては生硬な形式であ

るが， この時期における作者の感じ方や創造の過程

を知る上で注目に値する特徴である。

PaulaはSomersetに好意を寄せているが、 Ithe

CastleofthedeStancyoが持つ封建性の持つ良い

面、つまI) @leisure,light-heartedgenerosity,intense

friendships,…,healthycomplexions, freedomfrom

care'(11)と自分自身の$fancifulpr6dilectiond'artiste
forhoarymediaevalfamilieswithancestorsinala-

basterandprimogenitiverenown.' (12)から決断せ

ず， 自分を取り巻く状況がはっきI)見えて来るまで

信念に少しずつ修正を加えてゆく生き方をとる。こ

の微温的な二人の関係は次のようにpseudo-antono-

masiaによって巧みに表現きれる。

(1) {Myuncle,MrAbnerPower,' saidPaula

suddenlytoSomerset,ashecamenear,presenting

thestrangertotheastonishingyoungman. (13)

openedhis,andtracedthebeautiful featuresop-

positehim. (17)

(2) Ethelbertabadeadjieutoherattentivesat-
’

ellite,calledtoCornelia,andenteredacab; (13

(3) @Youarequitesureyouknowbetween

whomtheloveliesnow-eh?'Ethelbertaasked

inasarcasticwhisperofLordMountclere.

0Iam-beyondadoubt,'murmuredtheanxious

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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１
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■
■
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nobleman;hefearedthatlookofhers,whichwas

not lessdominantthanirresistible. (19

このHardyの描き方が「時代」の文体から特別に

際立った点を持っていたとは言えないが，平易な説

話体であI),本質的には散文の形式である上記の特

徴は4@TheReturnoftheNative'', "TheWoodland-

ers''の巻頭における自然の崇高美を描く均衡のとれ

た分析的叙述に共通するものを持っている。 「時代」

の文体になりつつあった心理の葛藤に重点を置く描

き方と違って，主に人物の外面の動きを観察し代辞

として表現するものであるから，決して小説の基幹

をなす表現ではない。 しかし創造した人物を冷厳な

法則に従って不可避な運命の皮肉に委ねるこの作者

が代辞を人物に向けることによって物語の進行を一

時的に止め，物語に自然の間合を取り戻すことがで

きる。こうして登場人物が色色な名称を与えられて

いるということは，作者がその人物を創造する時に

種種の観点を持っていることであり，作品全体の多

様性に結びついている。

後年,Tessと向然との同化を強調することによって

Tessを0apurewonlan'として弁語する立場をとった

HardyがTessの主観を克明に描いた後で，度度，客

観的な立場， 当時の社会的慣習という観点から修正

を加えざるを得なかったが,伽初期の作品の場合，

この修正はあらかじめ用意されている代称の形によ

ってなされ，作者自身が小説中に顔を出し過ぎると

いう非難を招く原因ともなっている。つまり，適確

に表現しておりながら，文章が心地良いものかどう

かという情的批判から考えた場合は文体上の弱点と

なるものであIろう。

’

｜

’

(2)Nowthathewasactuallyatthecentreof

hiSgravitationheseemedevenfurtherawayfrom
’

1 afeasiblemeetingwithherthaninEngland. (14)

（3）……therestill intervenedtwohundredand

fiftybetweenhimandtheendofsuspense. (15)

Paulaの叔父であり，政治結社に参加し爆弾作I)

を専門としたが，保守派ﾉ、の転向を決意した矢先に

暴発に巻き込まれ,すっかり容貌が変ったMrPower

と, CaptaindeStancyの子でありながら，恥知ら

ずな生活に満足するDare狐お互いの素姓を暴露し

ながら対時する場面では，一時弱い立場に追い込ま

れたDareがMrPowerにqamechanicalengineer',

6theyoungman', $ourmechanician',:ourneedy

Englishman',!theinventorofthatexplosive', !our

hero', !aconspirators'engineer' (10と次次に代辞を

浴びせて，すつかI)立場を逆転させてしまう描き方

もこの手法である。

一家の為に結婚を決意するEthelbertaは一家に対

する使命感から意の進まぬまま年老いたLordMount-

昭和55年2月
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佐藤 孝

theMaddingCrowd''並みの作品と称された6@The

ReturnoftheNative''でのEustaciaVyeの描写は，

ある特徴に多様性を与えて強調し，特異性の内奥に達

して一つの人格を作り上げるHardy独特の手法である。
ここでもPaula,Somersetの紹介に類似した形式，

つまり人物の容貌の描写にあっては選択的方法をと

り印象的なものを選んで櫛造は極めて単純で屈折に

乏しい英語で醤かれ，叙述を一時停滞させる描出で

ある。 しかし前者とは違って, ,QueenofNight'の

章で彼女が紹介きれるやEgdonに展開される悲劇の

様相，背景としてのEgdonの役割，更には作者の運

命観が統一のとれた悲劇的予感となって一気に提示

される。Eustaciaの悲劇は因襲が大きな役割を果す

Tessの悲劇とは違って，むしろ性格悲劇とされるべ

きものであるから，彼女の容貌，行動を通しての性

格描写が一層効果的である。

full-limbedandsomewhatheavy(D)/with-

out ruddiness (D)/aswithoutpallor (A)/

soft tothetouch (D)/asacloud(A)/to

seeherhair (N)/fancythatawholewinterdid

notcontaindarkness (A)/tofromitsshadow

(E)/itclosedoverherforehead(D)/like

nightfallextinguishingthewesternglow(A) C3)

提示，例証の型が忠実に繰り返され，調和ある

抑揚を備え，均斉のとれた文体である。これに続い

てEustaciaの道徳的な気高さを描く個所も, ､stroking

tressesdown', @anyofitsthickskeinswerecaught',

4shewouldgobackafewsteps' @their light, as

itcameandwent, andcameagain',のように事実

を写す鋭い観察眼から生れた鮮明な映像に, !hertem-

percouldalwaysbesoftened', $fullofnocturnal

mysteries',thecolourofEustacia'ssoul'等の論証

や説得の修辞が並行し，詩的観想と観念が緊密に結

びつき印象の深い文体を栂成している。創作年代が

比較的近いこの二作の中心人物の描き方がこのよう

な著しい対照をみせるのは, @$ALaodicean''がthe

StancyCastleの運命と「熱のない人」Paulaの生き

方を描き，新|日の対立という当時の社会的問題を扱

う小説であるに対しF;TheReturnoftheNative''

がEgdonに美しいEustaciaを配し,Hardyの人生観

を独特な芸術的表現にまでたかめた作品であるから

で， この点に関して言えば0GTheReturnoftheNa-

tive''はI!TessoftheD'Urbervilles"よりも人生観そ

のものが前面に押し出された作品であると言える。

minornovelsにみられる弱点は上記のPaulaの場

合に明白に現われているように動きを妨げる描写に

3

小説にあってはdescriptivestyleとnarrativestyle

がその大部分を占めるが，ある節や章をこのどちら

かに分類できる場合は少なく，むしろ作家は単調さ

を避け場面に応じてこの二つを自由に組み立てるで

あろう。しかし人物の描写にあたっては，特に作品に

初めて登場する人物の描写では作家の持つ一面性が

強調されて，いずれか一方の色彩が強くなる。Hardy

の場合もこの一般的な例にもれなく，物語の進行は

narrativestyleを， 自然の情景描写にはdescriptive

styleを多用する一方，人物描写には極めて特徴のあ

る手法が見出される。人物紹介，特にその人物の容

貌を描くことによって小説のテーマや作者の人生観

を明確にし，同時に物語の進行をある程度予測させ

る作家である。

ここではdescriptive(D),narrative(N)に限定

せず, expository(E),argumentative(A)の機能

からも検討する。 Cl)

Paulaが初めてSomersetの前に登場する教会の場

面は， 伽

humanlyimperfect (N)/thebest inwoman-

kindhadgoneovertotheDissenters (E)/the

tOtaldissinlaritybetweentheexpressionofher

lineamentsandthatofthecountenancesaround

herwasnotalittlesurprising(A)/emphatically

amoderntypeofmaidenhood(A)/shelooked

ultra-modern(A)/onewhoknewlifefairlywell

(A)/herhair, ofgoodEnghshbrown(D)/

neither lightnordark(D)/tooabundantfor

convemenceintying(E)/itthrewoffthelamp

hghtinahazylustre(D)/thisorthatwasflaw-

less(A)/thenamelesscharm(N)/thespirit

andthelifewerethere(N) と分類することがで

き，一方統語のlevelから考えると，第一の文が

though…, as iseveryfacewesee, itwas…と

三層のlevelである他は，それに続く20行がmulti-level

を避けている。従ってaddition,directionofmove-

ment, densityofstructureの要素は極めて少なく

Paulaの肉体的，精神的特徴を同じlevelに羅列し，

現実的存在よりはむしろ芸術的形象として描写しよ

うとする傾向がみられる。Somersetを紹介する場面

にも同様の特徴がみられ，人物が対象として客観的

な取り扱いを受け絵画的な外面描写に終始している。

これに対して"ALaodicean"の三年前に上梓され，

当時はl$UndertheGreenwoodTree","FarFrom

’
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ALAODICEANの文体的特徴

よって人物が特定の思考と感悩を抱く人間として登

場し， その為に人物描写が物語の栂成，進行にとっ

て補助的な役割しか与えられていない点である。

こうして効果的な描写と平面的な描写が肩を並べ

ているのはHardyの文体上の特質であって，客観描

写に代って人物の言行を解剖することによI)物語が

自然に展開する例と, narrativeからdescriptiveに

至る表現の層が均衡を保てず作者の主観的態度から

生れるリズムが小説全体との関連を失っている場合

が考察されるのである。
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